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１．組織の概要
（１）名称び代表者名

美濃窯業株式会社

代表取締役社長　太田　滋俊

（２）事業所所在地

本社事務所 ：  〒450-0003　愛知県名古屋市中村区名駅南1-17-28

TEL：052-551-9221　FAX：052-551-9231

瑞浪事業所 ：  〒509-6121　岐阜県瑞浪市寺河戸町719番地

TEL：0572-68-2106　FAX：0572-68-2100

亀崎事業所 ：  〒475-0027　愛知県半田市亀崎北浦町1-46

TEL：0569-28-0216　FAX：0569-28-2988

四日市事業所 ：  〒510-0052　三重県四日市市末広町6-29

TEL：059-353-2136　FAX：059-353-2138

山岡工場 ：  〒509-7605　岐阜県恵那市山岡町原1532番地の8

TEL：0573-56-3107  FAX：0573-56-3190

東京営業所 ：  〒101-0054　東京都千代田区神田錦町3-16

TEL：03-3291-1711　 FAX：03-3293-0346

九州営業所 ：  〒802-0006　北九州市小倉北区魚町1-4-21 魚町センタービル5F

TEL：093-551-3553　FAX：093-522-4942

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者　：　取締役　常務執行役員

管理本部長　兼　総務人事部長　長谷川　郁夫

担当者連絡先　　　： 総務人事部　下村　遼

TEL：052-551-9221　　FAX：052-551-9231

E-mail：general@mino-ceramic.co.jp 

（４）事業内容

耐火物および工業用セラミックス製品の製造販売

工業窯炉および付帯品の設計・製作・施工・販売

熱処理・自動化プラントの設計・製造・販売

建築材料および舗装用材の製造・施工・販売

（５）事業規模（2025年3月末時点）

売上高 12,088百万円

従業員数 279人

（６）環境経営レポートの対象期間

2024年度（2024年4月から2025年3月）
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２．認証・登録範囲(全組織・全活動)
〇対象事業所　：　 本社事務所、名古屋営業所、瑞浪事業所、亀崎事業所、四日市事業所

山岡工場、東京営業所、九州営業所

※海外事業部は3名体制で環境負荷に及ぼす影響は僅少であり東京営業所に含む。

〇事業所の紹介

＜瑞浪事業所＞

■瑞浪工場

高純度アルミナれんが、ムライト質れんが、景観材料の製造

キルンファニチャーの開発・製造及び各種受託業務

■プラント部

工業炉の設計・施工・運転管理の指導

省力化設備の設計及び施工

各種製品の自動搬送・自動積載・自動選別・自動検査装置の設計及び施工

各種製品の原料受入から出荷までの自動化設備

＜亀崎事業所＞

■亀崎工場

ハイアルミナれんが、不定形耐火物、大型キルンファニチャー等の製造

■技術研究所

耐火物、セラミックスの新技術開発・改良

工業炉の機能向上に関する研究開発等

■エンジニアリング部

工業炉用耐火物の設計、施工

■NC亀崎生産課

アルミナ、ムライト、ジルコニア、コーディエライト等酸化物系セラミックス製造

炭化ケイ素等非酸化物系セラミックス製造

＜四日市事業所＞

■四日市工場

クロムフリー塩基性れんが等の製造

＜マテリアル事業部＞

■山岡工場

耐火物・セラミックス用原料販売、受託加工

九州営業所

東京営業所（海外事業部含む）

亀崎工場

技術研究所
エンジニアリング部
NC亀崎生産課

本社事務所・

名古屋営業所

瑞浪工場
プラント部

山岡工場

瑞浪事業所

亀崎事業所

四日市工場
四日市事業所

マテリアル事業部

〇対象活動 ： 耐火物および工業用セラミックス製品の製造販売、

工業窯炉および付帯品の設計・製作・施工・販売、

熱処理・自動化プラントの設計・製造・販売、

建築材料および舗装用材の製造・施工・販売
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①

②

③

④

⑤

⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥

⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦

全社環境方針策定 事業所環境データの管理

総括環境管理責任者を指名 システム運用上の事務管理

資源（人・物・金）の用意 事業所目標・活動計画案の作成

全社システム（体制）の確認 事業所責任者へ実績報告

全体の評価と見直し・指示 環境内部監査員も兼任

システム構築・運用・維持 事業所環境目標・活動計画の策定

環境管理推進者、事務局を指名 環境委員を指名

代表者への実績報告 教育・訓練の実施

事業所システム（体制）の確認

事業所の評価と見直し・指示

要求事項・ルールへの適合性 事業所環境活動の推進

環境経営目標の達成状況 環境実績の記録、集計

環境経営計画の実施状況

システムの継続的改善

社内環境内部監査員資格所持者より任命

事務局統括

全社環境経営レポートのとりまとめ

各事業所への連絡業務、活動推進

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加

山岡工場責任者

役割・責任・権限役割・責任・権限

田中　淳

環境委員(6名)環境委員(3名)

本社・営業所
責任者

四日市事業所
責任者

亀崎事業所
責任者

瑞浪事業所
責任者

尾関　文仁森島　富明 星月　久昇

環境委員(1名)

中村　敏久（四日市）

林　もえり(本社・営業所)

事務局

吉村　誠（瑞浪・山岡）

更新日：2025/4/1

実施時に任命

下村　遼

宮澤　哲雄(亀崎)

総括環境管理責任者

取締役 常務執行役員 長谷川 郁夫

代表者

代表取締役社長　太田　滋俊

環境管理推進者

環境内部監査

全従業員

④

芳賀　幹知

⑥

①

②

環境委員(2名)

⑦③

⑤

環境委員(5名)

【環境管理委員会】

〇 エコアクション２１ 推進組織
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３．環境経営方針

【環境理念】

【基本方針】

当社理念の実現をめざし以下の方針を定め、環境保全に配慮した自主的な取組みを行います。

１. 環境との共存

２. 法規制の遵守

３. 省資源、省エネルギーおよび節水の推進

４. 従業員の教育と啓発

５. 開示

制定　2003年5月16日

改定　2020年4月17日

美濃窯業株式会社　

代表取締役社長　太田　滋俊

　当社は、東海３県に製造拠点を持ち全国各地で営業活動を行う、セラミックス・耐火物および
プラント設備の総合メーカーとして、環境問題への取組みが企業の社会的使命と自覚し、地域
の環境改善および地球環境の保全をめざして、事業活動に伴う環境負荷の低減に取組みま
す。

環境経営方針は、外部から要求があった場合は開示します。

環境経営方針は、全従業員に周知徹底を図り、環境保全及び環境改善に関する意識向
上のため教育と啓発に努めます。

省資源、省エネルギーによる二酸化炭素排出量の削減および節水に努めると共に、再
資源化原料の有効活用を推進します。

当社の製品及びサービスが係わる環境関連の法律、条例、その他の要求事項を遵守
し、汚染の予防、環境改善に努めます。

当社の設計開発、製造、製品およびサービスが環境に与える影響を的確に捉え、環境
経営目標を定めて環境負荷低減に取組みます。また、環境改善に役立つ技術、製品を
追求し、より良い環境づくりとエコアクション２１環境経営システムの継続的改善を推進し
ます。
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４．環境経営目標

◎　CO2原単位の削減　(削減目標：1%/年)

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

2022年度(基準) 4,443 2,643 1.681 7,036 2,989 2.354

2023年度 1.664 2.330

2024年度 1.648 2.307

2025年度 1.631 2.284

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

2022年度(基準) 2,155 765 2.817 282 307 0.919 2,250 550 4.091

2023年度 2.789 0.909 4.050

2024年度 2.761 0.900 4.010

2025年度 2.733 0.891 3.969

※温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度の算定方法により算定したCO2排出量を使用

◎　産業廃棄物排出量の削減　(削減目標：2020年度～2022年度の平均値【基準値】から3%/3年)

瑞浪 亀崎 四日市 マテリアル

24 419 142
前年まで

0
585

※建設工事のプラント部、エンジニアリング部の産業廃棄物は実態把握とする。

◎　水使用量の削減　(実績把握)

※水使用量は製品仕様に応じて変動するため、目標設定せず実績把握とする。

◎　化学物質使用量・グリーン購入量　(実績把握)

※化学物質は製品仕様に応じて使用量が決まるため、目標設定せず実績把握とする。

※グリーン購入についてはリサイクル資源(原料等)の購入量の実態把握とする。

◎　自らが生産・販売・提供する製品の向上及びサービスの改善

・焼成設備向け水素バーナー等のCO2排出量削減及び省エネに資する設備の開発

・不焼成レンガ、ゲルボンドキャスタブル等カーボンニュートラルに資する耐火物の開発

・工場の主燃料を重油から都市ガスに転換し、バーナーの高効率化も推進 

・可能な範囲で再生原料の製品へのリサイクル利用を促進 

・原料リサイクル事業の推進 

売上高原単位にて年1%を削減目標とする。

亀崎工場 四日市工場

瑞浪工場 NC亀崎生産課

産業廃棄物排出量基準値 [ton]

全社

マテリアル事業部山岡工場

事業所
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５．環境経営計画
（1） 2024年度環境経営計画と取組の結果

環境経営目標

①　CO2原単位の削減 ①-1　生産性向上：時間当たりの生産量の数値目標

②　水使用量の削減 　163kg/(h・人)　　　→  169kg/(h・人)：結果

③　産業廃棄物排出量の削減 ①-2　17号TK生産原単位向上：1ton当たりのA重油使用量

　151ℓ/ton　　     　→　126ℓ/ton：結果

②　浄化槽の定期点検による適正管理、社員の意識向上

③　不良率の改善

【製品の環境負荷低減】

Ⅱ　可能な範囲で再生原料の製品へのリサイクル利用を促進

①　CO2原単位の削減 ①　不良率の改善に伴う電力使用量の削減

②　水使用量の削減 ②　クーリングタワーの定期管理による水使用量の削減

①　産業廃棄物排出量の管理 ①　産業廃棄物処理業者の適正管理

【製品の環境負荷低減】

【業務の効率化推進】

①　水使用量の削減 ①　社員の節水への意識向上

【製品の環境負荷低減】

①　CO2原単位の削減 ①　焼成台車混載によるガス使用量原単位の削減

②　水使用量の削減 ②　社員の節水への意識向上

③　産業廃棄物排出量の削減 ③　不良率の改善

①　産業廃棄物排出量の管理 ①　産業廃棄物処理業者の適正管理

【製品の環境負荷低減】

　Ⅱ　水素燃焼技術の開発

①　CO2原単位の削減 ①-1　生産性向上：時間当たりの生産量の数値目標

②　水使用量の削減 　313kg/(h・人)　　　→　323kg/(h・人)：結果

③　産業廃棄物排出量の削減 ①-2　16号TK生産原単位向上：1ton当たりのA重油使用量

　148ℓ/ton　　　→　　　　138ℓ/ton：結果

②　社員の節水への意識向上

③　不良率の改善　　廃棄物量20%削減(基準値比)

①　CO2原単位の削減 ①　品種切替改善による燃料使用量原単位の削減

②　水使用量の削減 ②　社員の節水への意識向上

③　産業廃棄物排出量の削減 ③　不良率の改善

【製品の環境負荷低減】

①　水使用量の削減 ①　社員の節水への意識向上

【業務の効率化推進】

【ウェルビーイング向上】

Ⅰ　原料のリサイクル・アップサイクル事業の推進

本社・営業所
Ⅰ　デジタル基盤の整備による生産性向上およびコスト削減

　Ⅰ　次世代省エネ炉普及によるCO2排出量の削減

マテリアル
事業部

山岡工場

Ⅰ　健康経営優良企業法人認定

Ⅱ　あいち女性輝きカンパニー認証の取得

技術研究所

Ⅰ　環境負荷低減型のキャスタブルの開発

瑞浪工場

プラント部

四日市工場

Ⅱ　多孔質骨材を活用した耐火断熱れんがの開発

Ⅲ　資源の有効活用に貢献できるセラミックス部材の開発

Ⅳ　セメント向け仮焼帯用れんがTAC-5CEのエコマーク認定

エンジニアリング
部

Ⅰ　炉材、工事、メンテナンスの相乗効果によるCNへの貢献

Ⅰ　持続可能な施工管理体制を構築

対象部所 環境経営計画と取り組みの手段・結果

亀崎工場

NC亀崎生産課

Ⅱ　耐火物の残厚測定サービスの開発

Ⅰ　2025年2月に工場の主燃料を都市ガスへ転換
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（２） 2024年度　環境経営計画の成果について

新中期経営計画(2025-27年度)「Take Off～新しいステージへの挑戦～」を発表し、カーボンニュートラ
ルに貢献する新製品開発を表明しています。

〇マテリアル事業部：外熱式ロータリーキルン
の導入、建屋改修を行い、リサイクル・アップサ
イクル事業を推進しています。

〇総務人事部：有給休暇の積極的な取得を全
社で推進し、2024年度の全社平均有給休暇取
得率は80.7%(2023年度：78%)でした。ワーク・ラ
イフ・バランスを実現するため、今後も積極的な
取得を推進します。

〇総務人事部：「健康経営優良企業法人」「あ
いち女性輝きカンパニー」「健康経営宣言 銀」
に認定・認証頂きました。
社員一人ひとりが、いきいきと働ける職場環境
づくりを目指してまいります。

〇全社：省エネ法の事業者クラス分け評価制度
で６年連続Ｓクラス評価を獲得しました。

〇亀崎工場：2025年2月に主燃料の都市ガス化
と排熱回収、遮熱塗装を実施しました。事業所
全体のCO2排出量の15%削減見込です。

〇技術研究所：2024年11月に「TAC-5CE」がエ
コマーク認定されました。高品質を維持しながら
再生材料を50%以上使用し、環境に配慮した商
品です。

カーボンニュートラルに貢献する新製品開発を表明

環境負荷の低減、資源のリサイクル

働きがいのある職場環境

外熱式ロータリーキルン 竣工・稼働式

認定・認証頂いた各種制度
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６．環境経営目標の実績　

◎　CO2原単位の削減　(削減目標：1%/年)

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

2022年度(基準) 4,443 2,643 1.681 7,036 2,989 2.354

2023年度 3,495 2,508 1.394 6,332 2,935 2.157

2024年度 3,394 2,549 1.332 6,768 3,356 2.017

基準値比 79% 86%

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

CO2排出量

[ton]
売上高

[百万円]
原単位

2022年度(基準) 2,155 765 2.817 282 307 0.919 2,250 550 4.091

2023年度 2,104 923 2.280 172 213 0.808 1835 748 2.453

2024年度 2,248 762 2.950 181 235 0.770 1683 657 2.562

基準値比 105% 84% 63%

※温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度の算定方法により算定したCO2排出量を使用

◎　産業廃棄物排出量の削減　(削減目標：2020年度～2022年度の平均値【基準値】から3%/3年)

瑞浪 亀崎 四日市 山岡

24 419 142
22年度まで

0
585

27 360 114 371 871

-14% 14% 20% -49%

　 　プラント部、エンジニアリング部の産業廃棄物量　(実態把握)

プラント部
エンジニアリ

ング部
※ 

356 328 　 　　　ピンク色着色部は目標未達成

※営業所処理分はエンジニアリング部に含む

◎　水使用量の削減　(実績把握)

瑞浪事業所 四日市事業所 本社・営業 山岡工場

亀崎工場
(エンジニア
リング部)

NC
亀崎生産課

技術研究所
瑞浪工場

(プラント部)
四日市工場 本社 山岡工場

2024年度 [m３] 1,941 1,711 903 1,124 1,704 1,365 470 9,218

◎　化学物質使用量・グリーン購入量　(実績把握)

瑞浪 亀崎 四日市 マテリアル

0 345 6 0 351

0 3,533 66 0 3,599

売上高原単位にて年1%を削減目標とする。

亀崎工場 四日市工場

全社

マテリアル事業部山岡工場瑞浪工場 NC亀崎生産課

2024年度

削減率

産業廃棄物排出量基準値 [ton]

事業所

2024年度　[ton]

亀崎事業所

全社

全社

化学物質使用量　[ton]

グリーン購入量　[ton]

事業所
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７．環境経営目標及び環境経営計画の評価

◎　二酸化炭素(CO2)排出量の推移

◎　2024年度のCO2排出量原単位の基準値比

◎　2024年度の産業廃棄物排出量の基準値に対する削減率

・排出量原単位におけるCO2排出量の1%以上の削減は、瑞浪工場で未達となった。
新規設備導入に伴う一時的要因と考えている。

・亀崎工場、四日市工場は不良低減や原料ロスの削減により20%の削減となった。
・瑞浪工場では設備更新を実施した関係で産業廃棄物の増加が発生した。
・全社としては山岡工場で不要物の廃棄を行ったため49%増となった。

・四日市工場で生産・売上の増加によりCO2排出量が増加した。
・瑞浪工場は新規設備導入により排出量が増加した。
・2工場(四日市、瑞浪)の増加により、全社では昨年度比で100%となった。

CO2排出量は全社合計で

14,535 ton-CO2

昨年度比 100%

目標値：98%
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８．次年度以降の環境経営目標と環境経営計画概要

　

(1) 2025年度以降の環境経営目標

2024年度の会社全体のCO2排出量は前年度比で横ばいとなった。
生産・売上の増加や新規設備立ち上げに伴うCO2排出量の増加がCO2排出量原単位の削減効果
を相殺する形となった。
燃料転換、省エネ化などを実施し、引き続き改善を進める。
産業廃棄物は、瑞浪工場での設備更新、山岡工場の不要物の廃棄で一時的に増加したが、不
良低減やロス低減の取組が進んでおり、定常的な廃棄物の排出削減は進んでいる。

【環境経営目標】
・CO2排出量の削減( 売上高原単位 )
・産業廃棄物排出量の基準値に対する削減 (瑞浪、亀崎、四日市、山岡工場)

(2) 2025年度以降の環境経営計画

5．項 環境経営計画を継続して実施する。
なお、環境経営計画の数値目標に関しては、年度毎に更新する。
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
各事業所の法令一覧表に基づき年間1回の遵守評価を実施した結果、違反はありませんでした。

また、過去３年間にわたり関係機関からの指摘、訴訟等はありませんでした。

瑞浪
事業所

亀崎
事業所

四日市
事業所

ﾏﾃﾘｱﾙ
事業部

本社
営業所

大気汚染防止法
（特定工場における公害防止組
織の整備に関する法律）

ばい煙発生施設の設置届
汚染濃度測定
（公害防止管理者）

○ ○
○

(○)
○

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

産業廃棄物管理票交付等状況報告書
廃棄物の適正処理等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○

騒音規制法 規制基準の遵守
特定施設の設置届出書 ○ ○ ○

振動規制法 規制基準の遵守
特定施設の設置届出書 ○ ○ ○

消防法 消防用設備等点検結果報告書
防火管理者選任（解任）届出書
炉の設置届出書

○ ○ ○ ○ ○

フロン排出抑制法（フロン類の
使用の合理化及び管理の適正
化に関する法律）

機器廃棄の際の回収・破壊
簡易点検 ○ ○ ○ ○ ○

労働安全衛生規則 機器の定期・特定自主検査
雇入時、定期健康診断
職場における熱中症対策

○ ○ ○ ○ ○

粉じん障害防止規則 特定施設の届出
作業環境測定 ○ ○ ○ ○

工業用ガス保安指導要綱 工業用液化石油ガス保安監督者届出
受講証明書
工業用ガス設備定期自主検査

○ ○

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適
正な処理の推進に関する特別
措置法

低濃度PCB廃棄物等の保管状況等届
出書 ○

家電リサイクル法
（特定家庭用機器再商品化法）

廃棄時、再商品化が確実に実施される
ように収集・運搬者へ引渡 ○ ○ ○ ○ ○

省エネ法
（エネルギーの使用の合理化等
に関する法律）

定期報告書
中長期計画書 ○ ○ ○ ○ ○

地球温暖化対策の推進に関す
る法律

温室効果ガス排出量定期報告書

○ ○ ○ ○ ○

PRTR法（化学物質管理促進
法）

第一種指定化学物質の排出量及び移
動量の届出書 ○ ○ ○

労働安全衛生法 化学物質のリスクアセスメント

○ ○ ○ ○

水質汚濁防止法 水質測定結果

〇 ○

プラスチックに係る資源循環の
促進等に関する法律

排出事業者による排出・再資源化等

○ ○ ○ ○ ○

浄化槽法 保守点検と清掃
指定検査機関が行う水質に関する検
査

○

○ = 2024年度までの確認で問題無し　　　

法律、条例 要求事項
遵守状況
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１０．代表者による全体評価と見直し・指示の結果
確認日：2025/10/28

　代表取締役社長　　太田　滋俊

評価コメント・変更の必要性

変更は無い。

二酸化炭素排出量の削減
生産量原単位の削減
　(亀崎、四日市、瑞浪工場、
亀崎生産課、山岡工場)

2023年度に策定した三ヵ年目標の2年目となる。
二酸化炭素の削減目標は、省エネ・温対法の報告値に準
ずる原単位での目標とし、目標を設定した5工場・生産課の
内、4工場で削減目標の1%を上回る結果を達成した。未達
成の工場は新規設備導入による一時的要因であり、亀崎
工場における燃料転換工事も無事に完了し、全社として排
出量、生産量原単位の削減は順調に進んでいる。

産業廃棄物量の削減
　(亀崎、四日市、瑞浪、山岡
工場)

作りすぎや不良のムダ削減は着実に進んでいるが、依然と
して廃棄物は多い状況のため、今一度「分ければ資源、混
ぜればごみ」の意識を徹底し、社内リサイクルを進める。

総評

気候変動は重要課題であり、二酸化炭素排出量の削減は
重要な対策である。各部所で対策を進め、全員で継続した
目標達成に努める。

各部所で環境経営目標と共に環境経営計画に【製品の環
境負荷低減】を策定している。
亀崎工場の都市ガス化は予定通り25年2月に完了し、山岡
工場では新たにリサイクル事業の設備を導入し、試運転を
開始した。また、セメント向け耐火物で初のエコマークを取
得したほか、次世代省エネ炉の開発など、環境に配慮した
製品開発も進めている。
次年度以降も継続して、全員参加で環境経営に取り組む。

現状は特に問題はない。改正された法律・規制等確実に反
映させ、遵守する。

二酸化炭素排出量は原単位と総量の改善が今後の課題と
なってくる。総量は生産量に比例しているため直ぐには解
決は難しいが、亀崎工場以外での都市ガス化の検討、製
造時の排出量が少ない製品の実用化等、Scope1,2の削減
を引き続き推進する。
加えて生産性向上、分別などを推進し、環境負荷低減を図
る。
環境マネジメントシステムはガイドラインに沿って機能して
いると判断されるので変更の必要はない。
自社の環境負荷軽減に限らず、省エネ炉等の環境に配慮
した製品の普及・拡大を通じ、製品使用時の環境負荷低減
を引き続き進める。

全体評価と環境マネジメントシステム

評価者

評価項目

環境経営方針

環境経営目
標の達成状
況

環境経営計画の実施状況

環境関連法規等の遵守状況
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製品で

省エネ性能向上

⾧寿命化

製造工程で

化学物質抑制

廃棄物削減

CO2削減 水使用量削減

エコアクション２１の取組みを通して

SDGsの目標達成に貢献していきます


